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学校だより

4 月 10 日(月)着任式、新任式、始業式が行われまし
た。
令和 5 年度、丸山 寛教頭先生（星林高校から）

ほか 7名の先生方が、笠田高校に着任されました。
転入された先生方
太田 多恵 先生（英語） 橋本高校から
狭山 俊 先生（保体） 新翔高校から
都築 朋大 先生（商業） 教育会館から
吉村智恵美 先生（養護） 粉河高校から
橘 諄子 先生（事務） 紀北農芸高校から
青木 綾子 先生（事務） 和歌山盲学校から
新子 昭博 先生（事務） 新規採用

8 名の先生方ようこそ笠田高校へ、そしてこれからよ
ろしくお願いします。

始業式で、野川校長は 2 つのつながりの話をされ
ました。

「他者とのつながり」
新しいクラスや職場等、新しい環境では、相手を思

う気持ちを忘れず自分から大きな声で挨拶することを
大切にすれば、聞こえ方も変わり、他者とも関わりが
始まるということです。社会人になる前段階で穏やか
な人間関係のスタートとして挨拶を行いましょう。 4月 11日(火)入学式が行われました。

少し寒さの残る朝でしたが、式開始前は春うららかにな
「地域とのつながり」 り、校門沿いの桜と藤の花が新入生を迎えてくれているか
コロナの収束に合わせるかのように、地域でのイベ のようでした。

ントや活動が再開されています。本校でも学習や部活 新入生の宣誓では、新入生代表の前田寧さんが元気に宣
動、ボランティア活動で地域との連携・協働し、地域 誓を行いました。
も本校もいきいき元気にしたいと思っています。どん 学校長からは、新入生に本校の校訓である自主･友愛･健
どん地域に出かけていきましょう。 康のもと「高い目標を持ち、努力すること」と「他者との

つながる力をつける」ことを大切にすることで、充実した
高校生活を送っていただきたいと式辞を述べられました。

4 月 12 日(水)在校生と新
入生が初めて対面する対面 4月 12日(水)午後、新入生
式が行われました。 対象にクラブ紹介が行われ
在校生代表の生徒会長 ました。

中村拓翔さんから先輩とし 生徒会執行部進行でそれ
てのアドバイスがあり、こ ぞれ文化クラブ、体育クラ
れをうけて新入生代表の大塚涼平さんがお礼を述べま ブの順で各部のパフォーマンスが行われました。
した。一日も早く学校生活に慣れて、勉強やクラブ活 新入生も見学席で紹介される部のパフォーマンスに拍手
動など、高校生活を満喫してほしいと思います。 を送っていました。今後の学校行事や地域のボランティア

活動、高校総体等に向けて日々の練習に励み、活躍してほ
しいと思います。




